


















































































































































































































































































































































































































































典ギリシア語の areteは、「男らしさ」を持つラテン語 virtusや英語 virtueに単純に
対応させられない。このような違いを等閑視して単純に対応させるならば、我々
は古代ギリシア人の意味論的意識を誤解する。中国語「徳（dé）」（道徳的に優れ
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